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今から約500年前の人々の暮らし
は、どのようなものだったでしょう
か。
博物館常設展「時空街道」には、

室町時代の「四日の市」が原寸大で
再現されています。東海道と千草街
道が交わる場所に開かれた市には、
各地から商人が集まってきました。
人々が多く行き来する道は、取引を
するのに絶好の場所だったのです。

「四日の市」には屋根だけの店と
板壁のある店の二種類がありますが、
この違いはどこからくるのでしょう
か。市を開くためには、暑い日差し
や、雨を防ぐために屋根のある場所
が必要です。人が住むわけではない
ので、屋根さえあればよいのですが、
交易が盛んになり、市の日が十日に
一度から五日に一度、さらには毎日
となってくると、商人は市のある場
所に定住するようになります。つま
り、店を開きながら人が暮らす建物
には壁があるのです。
見た目には少しの違いでも、その

意味するところは、社会の大きな変
化です。このように、現在の私たち
の便利で豊かな暮らしにたどり着く
までには、長い時間と、たくさんの
人々の経験が生かされています。

→ →

〜四日の市から〜
いち

リニューアルした博物館・プラネタリウムで、私たちのまちや、私た
ち自身の未来について考え、このまちや自分自身を再発見する旅に出
掛けましょう。

→ →

子どもの成長を誰かと共に喜んだ
り、子どもたちの笑顔を見て自分も
自然と笑顔になったり…。子育て支
援センターに出掛けて、みんなで子
育てを楽しんでみませんか。
栢子育て支援センターって？
保育園や幼稚園に通っていないお

子さんとその保護者が利用できる施
設です。おもちゃや絵本もあり、お
子さんとの遊びを楽しむことはもち

ろん、保育士や保健師、栄養士に子
育てについて気軽に相談することが
できます。また、絵本の読み聞かせ
や子育てに関する講座も受講できま
す。子育てを通した仲間づくりのた
めの出会
いの場と
してもご
活用くだ
さい。
栢市内の子育て支援センター
子育て支援センター専用施設のほ

か、保育園に併設された施設では園
児と触れ合えたり、医療機関に併設
された施設では子どもがかかりやす

い病気の情報を得られたりと、それ
ぞれに特色があり、どこも無料で利
用できます。市内に17カ所あります
ので、市ホームページでご確認くだ
さい（『子育て支援 四日市』で検索
するか、下記ＱＲコードから）。なお、
施設によって実施
曜日や時間が異な
りますので、各施
設にお問い合わせ
の上、ご利用くだ
さい。

妊娠から出産、そして乳幼児から青少年に至るまでの、子育てに関す
る情報や支援について紹介します。

〜笑顔に出会える
子育て支援センター〜
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